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宮崎県は、東は日向灘・ 北。西。南は山岳で県

を境する地勢のため、かっては交通不便の地とさ

れていましたが、戦後の急速な発展にともない、

本県もあらゆる面で近代化の波を受けてきまし檻

そのため古来から人や文物の交流の舞台となっ

た道も年々姿を変え、沿道の交通関係遺跡は姿を

消そうとしております。今のうちに街道調査を行

い、街道の歴史的背景、果たした役割、現状等を

明らかにしようと「 歴史の道調査」を、昭和 52

年度に県北 5街道、昭和 53年度に県南 4街道の

調査を実施し、引き続き本年も薩摩・ 肥後街道と

諸塚間道の調査を実施いたしました。

本報告書は、街道の特色・歴史。様子。及び街

道沿いの文化財や遺跡の解説、及び街道地図から

なっています。

短期間になされた調査ですので、不備な点もあ

ろうかと思いますが、本県の旧街道保存、あるい

は交通史の研究のための基礎資料として御活用い

ただければと思っております。

最後に、お忙がしいなか、お骨折りいただいた

調査員の方 、々並びに調査員に御協力くださいま

した地元の方々に厚くお礼申しあげます。

昭和 55年 3月

宮崎県教育委員会

教育長 四 本 茂
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1.街 路 名

江戸時代にあっては、道路の規模により街

道と往還を使い分けていたようであるが、現

在往還は用いないのですべて街道とし亀

また、街道は、厳密にいえばいくつかの往

還に細区分される。

しかヒ すべてをあげる必要もないので、

距離も長く中心となるものを代表させ亀

2 街路の概要説明

街道の詳細な記述は、街道沿いの交通関係

遺跡の解説に譲り、ここでは街道の持つ歴史

的背景、街道の果たした役割、街道の現状等

を概括的に記し滝

3.街道沿いの交通関係遺跡解説

(1)個 々の解説の前半に、追跡及び遺跡周辺

の状況、遺跡と遺跡間の状況の過去から現

在にわたって述べ、後半に遺跡そのものの

解説を付し塩

従って個々の解説をとおして読めば、起

点から終点迄街路の全容が把握できる。

121 街道沿いの主な集落には、戸数、集落間

の距離又は起点からの距離を記したが日向

地誌によった。地誌は明治 8年の調査をも

とにしている。

●)集落間の距離、起点からの距離で、何里

何町と記してあるのは日向地誌によるもの

で、他は地図から割出した距離であるので

正確は期しがたしち =応
の目安としていた

だきたい。

(41 交通関係遺跡の配列はほぼ道順に沿って

いるが、間道あり腕道ありで複雑をきわめ

るので、街道図を参照していただきたい。



諸塚間道の特色

諸塚間道として今回調査したルートは 2本 ある。

1つは椎葉街道と高千穂街道を結ぶもので、椎葉

村の松尾を起点とし、諸塚村の塚原・家代 。九左

街門峠・清水峠、北方町の桑水流を経て終点川水

流に至る間道 (約 5 8Km)である。この間道を九

左衛之門峠越え間道とすれば、もう1つは、諸塚

村の要所塚原を起点とし、猿魃・ 九郎山。星の久

録・高千穂町の七ツ山越・秋元・椎塁谷を径由し

て終点高千穂町三田井に至り、高千穂街道に接続

する間道 (約 2身 5 Km)である。本調査では、こ

の道を九郎山越え間道と称することにした。

諸塚村の中心地である琢原を経過す私 又は、

起点とするこの 2つの間道の大半は、山の尾根、

即ち分水点の稜線を伝う山頂の道で、遠く見通し

のきく道である。

現在、山嶺の稜線沿いの道には、登り口又は下

り口即ち山麓にしか集落はないが、大古にはこの

線沿いの山間部に集落が営なまれたようで、諸

塚村史によると、この稜線沿いに縄文遺跡が数多

く分布するとある。いつてみれば、この両間道は

大古に形成されたと言 つてよい道である。

又、平部山培南著の日向地誌によれば、道巾 5～

4尺とあるので、 12内外の道でわずかに人馬を

通す道であったと考えられる。

九左衛門峠から中小屋間の尾根道は、廃道とな

って幾久しいのに、長年人馬が踏みしいた道であ

るため、今だに旧道の跡をとどめている。

九左衛門峠越え間道は、人 が々椎葉に出る、又

は川水流に出て延岡に、あるいは日之影に出るた

めの道、そして、椎棄・ 諸塚で産する椎茸・茶・

木炭、かじ皮等の山産物を五ケ瀬川水運の発着地

川水流まで輸送するための道であった。即ち、往

路は山産物、復路は海産物、日用品を積んだ荷駄

の列が行きかった。

九郎山越えの間道も、高千穂、更に肥後の馬見

原に出るための道、そして山産物・海産物交流の

道であった。

現在、旧道が完全な形で残っているのは、九左

衛門峠から高畑に至る屋根道の約 1 0Kmで あるが、

新しい幹線道路の建設計画があり、早晩姿を消す

ことであろう。

2 諸塚間道の歴史

諸塚間道の特色で述べたように、九左衛門峠越

えの間道 (松尾―塚原―川水流)も、九郎山越え

の間道 (塚原―高千穂)も 、大半は標高809麓

以上の脊架を行く道で、山嶺の陵線に沿った山地

に縄文時代の遺物が出土するので、これら尾根道

は古代からあつたものと思われる。

したがって、戦国時代になると天正 19年 (1

591)高 千穂を治める三田井氏と、延岡を治め

る高橋氏との間に争いが起 り、高千穂と延岡のほ

ば中間にある家代 (諸琢村)城主甲斐宗説の存在

が重要性を帯びてくる。甲斐宗説は三田井親武の

家臣であったが、高橋元種に内通し、これがため

に三田井氏は滅びる。

九左衛門越えの間道も、九郎山越えの間道もあ

る時は使者が、ある時は軍勢が行き交ったことで

あろう。

また、これより14年前の天正 5年には、日向

一円を治めた伊東氏が、薩摩の島津氏に破れ、豊

後の大友宗麟を頼って、佐土原―米良一神門一諸

塚一高千穂一豊後領内へと逃避行を重ねるが、諸

塚の塚原から高千穂に出るのに、一部、九郎山魃

えの間道を通っている。

なお、九郎山越え間道は、塚原から九郎山、星

の久保、諸塚山山腹と標高 900η 以上の高所を



辿 って行くが、諸塚山の南東山腹に諸塚神社があ

る。諸塚山は彦山修験道と関係のある霊峰で、行

者がこもった。一般庶民も諸琢村はもとより、五

ケ頼、高千穂方面か らも詣 ったようである。

諸塚神社境内には、天保 4年奉納の石燈籠一対

が残 る。

江戸時代に入 り、藩の奨励によって林産業が盛

んになると、椎葉・ 諸塚・ 高千穂方面からの山産

物が馬によって、五ケ願川舟運の発着地川水流ま

で運ば/Lた。

諸塚には、次のような駄賃つけ歌が残 っている。

1,おれ どま十三から

駄賃つけなるたよ ド ドー

たづな手に して日を送る ホーイ ホーイ
2.おれども駄賃つけ

だちんさよあればよ

税子 五人 ぐち つけてとる
5 おれども馬方 行き来は遠いよ

朝 日の出を待つ入りを待つ

6 おどま病む娘を 夜道におせて

鈴を鳴らせて急ぎ足

明治に入ると宮崎県内各地は西南の役の戦火に

見舞われる。両間道とも延岡から可愛岳を越え高

千穂に出、諸塚 。米良・ 須木・ 小林を錘由して鹿

児島へ敗退する西郷軍が通過 しており、九左衛門

峠越え間道のうち、准葉村寄 り松の平実落の藤本

家に西郷隆盛が一泊 している。

現在、これら間道のうち山嶺を行く尾根道の利

用者は全 くな く、旧道の面影をよくとどめている。

諸塚 間道

であり、岩屋戸から野地へは尾根を越え佐上の

91岳骨至檀ごォ、兵暮:i:再會じ毯互辱4掃を
出る。方川は村境を越えて諸塚村にはいると最

初の人家のある所であるが、昔 2軒あったとい

う人家も今は 1軒である。

ここまでの道は、人 1人がやっと通れる道で、

耳川が断崖下はるかに見える。現在は九州電力

塚原発電所古園ダムが湖水をなし、その湖岸を

国道 527号 線が岩 Vとの上をはしっている。

方川から松の平間は約 5 Kmで、道はだいたい

平坦道となって松の平にはいる。方川から松野

に行く途中、方川谷を渡る。 この谷のすぐそば

に、市房様の墓とよばれるものがあったと言わ

れる。伝説では鎌倉時代に椎葉の方から落ちて

きた武将が休んでいる時、矢でいられ死亡した

といわれ戦前までは参る者もいたということで

あるが、現左は旧道が杉山となり墓の位置もわ

からない。方川・獄の平間は旧道に沿って車道

が建設されている。

松の平に、七ッ山方面から合鳴 (ご うしぎ)

八重を通って耳川に下り、西郷村松の越から六

方が辻を越えて神門へ出る道がある。明治 10

霰景電写F壕吾写ム屋員憂を中落t写零属R含
ったと言われてぃる。米良の菊池氏の先祖も七

ツ山方面から松の平に出て一時滞在 し、米良に

向ったと言われてお り、島津家久等 も天正年間

(1575～ )の頃この方面を通ったと伝えら
れている。

伊)松の平から平塚ヘ

ばC8音をζtt3∈凄景伝」fを
行く道で、ほ

耳川本流と七ッ山川が合流したところが吐ノ

川であり、ここから耳川下りの高頗船が日に 2

回ほど山の産物を積んで耳 津々 (美 岸々)へ出
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ていた。塚原から上流まで船があがれるように

詈稔表とテ||1負妄層尊と吾ぢ:§善猛客こ鍛唇
は、現在九州電力塚原発電所ができている。

ぁξ:モヨ塗み霊:写召&手じ琶F凄唇為OS
に出て集落より上を通っている。

塚原は、藷塚村内では平坦地であり、日当り

もよく古代から人が住み家が一番多い所である。

明治22年に家代村と七ッ山村が統合し諸塚村

になってから、昭和初期頃までは役場や局、小

学校がここに設けられ諸塚村の中心地となった。

現在の国道 725号線が日向から権葉に開設さ

れてから、村の中心は新塚原の耳川沿いに移動

しよと。

天正 5年 (1577)の 島津 。伊東の戦いに

おいて、伊東氏は米良からこの塚原の綾弾正宅

に宿し、黒蔦原・ 立岩に泊り、諸塚越えをして

高千穂の方へ1可 つている。

天正 6年 (1578)の 大友・ 島津の戦いで、

大友軍は敗走し豊後に帰る途中、塚原に建って

いた楽師堂を然き払ったといわれており、その

堂跡は今も残っている。

椎葉から延岡方面に行くには、塚原から家代

を通り、高千穂へ向うには塚原から釜之前を通

る。

(5)塚原から家代ヘ

塚原から約 l Km下 り 耳川支流の柳原川を渡

ると家代となり、ここには現在諸塚中学校が塚

原から移転し、人家も 1軒ある。昭和 25～ 26

年までは橋がなく、明治 10年の西南の役で官

軍の兵士が増水で渡れず苦労した記録がある。

現在は村道が旧道を拡巾し大きくだ行して車

道となって登っている。家代本村は明治の初期

まで家代村の中心で、庄屋・戸長役場が置かれ

人家も多く、明治の頃までは小学校もここにあ

った。戦国時代の頃は高千穂三田井家の領で甲

斐
憂R馨亀箪ね驚鼻書員3吾壌三稗斐秋政が加
藤清正に攻められ、家代峠まで逃れてきたとこ

ろを高橋元種の指示で待ちがせられ、主従皆戦

死し、宗説が秋政を弔うために建立されたとい

われている。寺には宗説が使用した県指定有形

文化財の「笈」と、宗説がいつも拝んでいたと

い
盟亀皇唇三黎晏代再憂二を壱!｀ :私神社には
県指定有形文化財の「漢式鏡」等 41面の鏡が

県

昼甚嵩を泄:通撰ゃ六地震などがある。八幡

あたりが本村の中心で標高約 400随 であり、

諸塚村内の集落の中心地はほとんどが山の中腹

で、標高約 400～ 500孵 の所である。

村から村への平坦道は、山稜の入りこみが深

く道程が遠い。

(4)家代から九左衛門峠ヘ

から約 1・ 5血で国見峠に達するが、旧道の道際

に慶長 2年 (1597)に 立てられた三田井家
の家臣、甲斐兵庫守秋政の墓がある。この墓か

ら南東約 506の 地に秋政に従って戦死した者
たちを葬った塚がある。

丸野の秋政墓地から数百メー トルで黒薦原か

:写Fとこ夕ξ廊〒得撞a:覧兵⊇全撃:磯曇
から登ってきた道と一緒になる。山の尾根道で

あるが平坦道で、杉山の中に旧道がところどこ

ろ残っている。鬼でも住みそうな、又、鬼でも

出そうな深い森山であったことからこの名がつ

いたと言われてぃる。

ここから約 1.5 Kmほ どで、川の回の追分に着

… 3-



く、ここで七ツ山方面から立岩 。,桂を通って延

唇凛呂を再i詈了::兵光竺著岳鵞亀:を建子
ミ

1,1012の高所であり、諸塚村・北郷村・ 日

之影町の 1町 2村を界している。峠路には、現

在も人馬の踏みしいだ道跡が樹林の中を幾筋も

残っている。この峠は、椎棄街道と高千穂衡道

徴骨書聴 象握ξ3屡ξa、 aFの

要所で

現在は九左衛門峠の手前まで林業作業道が通

り、旧道を拡幅又は旧道と交って走っている。

五ヶ瀬・ 延岡間の大幹線林道、大分県宇目から

那木に通ずる大規模林道もここを通る予定であ

る。

(5)九左衛門峠から速日の峰ヘ

苔
左衛F]峠から約 2.5 Km尾 根道を進むと、中

小屋に着く。この間は旧道がそのまま残ってい

る。昔は、椎棄・諸塚からは山産物を延岡へ、

延岡からは海産物、。日用品を運んだその中継点
i

として賑わった所であるが、現在は人家が三世

帯ほどあるだけで、北郷村と日之影町を結が車

道が上ってきている。

中小屋から石峠まで約 2 Kmは、標高 800η

～9002の 稜線の北側、日之影町よりの道を
進む。南側は北郷村で、石峠で道が分かれ、峰

ぞいを進むと、大山・ 荒平を通り城に、谷ぞい

を下ると、木浦・猿疲を通り城に出て、ここか

ら五ヶ頗川を舟で下る道もあるが、船数も少な

く、駄賃付の場合はほとんどまっすぐ速日の峰

に向って川水域に出る方が多かった。

こ
亀命ら、速
日の峰までは勾配のゆるやかな

「長道」ぁ
呼ばれただだらだら道を進む。

い)速 日の峰から川水流ヘ

速日の峰は、二子山 。二子塚とも言われ、標

高 868舵 で、 速日命御降臨の地ともいわれ

ている。

頂揮塁を書宗兵豊ξI蚕§甕摂写三を税与&」 i
ここも九左衛F弓峠と同様、諸塚間道の要所で、

北郷村黒木・北方町猿渡に下る道がある。旅人

や馬方がここでのどをうるおし一息ついた所で

ある。

清水峠から稜線の道を約 2.5 Km進むと高3に

着く。中小屋と川水流との間では人家はここし

かなく、旅人などが休んだ所でもあり、現在民

家が 5軒ほどある。

約写欅な量景稀整縁5宣ζ二子繰E営復婆喜兵
まつられている。昔は堂があり、旅人や馬方は

この堂で休んだようである。

ここから坂道を下り、船に乗る者は桑水流に

ほ:箕票第保彗蓬督程再乙伝尊浄葉登星を9§
返していった。勘定屋は、諸塚・延岡・双方か

らの荷を預かる中継業と旅館業を合わせて行っ

メニ。

ここが、九左衛問峠越えの諸塚間道の終点で

ある。

(ア)塚原から星の久保

の経曇ほ晟斑冒操唇〒縫」言お争豊辱[
尋甚愁:甚藝そ以ξ:詈どをF岳落E塁宅をi

魯景蜃會iでEj、音見録とξとⅢ悟竃甚≧晟吾

着く。ここは塚原から諸塚山までの峰づたいで

ここ5,盈吾泳培爆鸞褒§:「ど;∴ :★曽伝



平・ 立岩方面から高千穂に向う道が合流する。

儒)星の久保から秋元ヘ

星の久保から、正面に諸塚山 。東に日諸峠・

西に飯千峠を見ながら峰の
sを
北に進むと、約

2 Kmで仲崎から登ってきた道と二5になる。
ここから約 4 Km進むと諸塚山登山口となる。こ

こから諸塚山頂
喝矮
を登ると、標高 1,200η

3と
ころに諸塚神社跡がある。ここに、木の鳥

居と天録 4年 (1853)建 立の石燈龍がある。
現在は山頂に登る人も少ないが、江戸時代まで

は、七ッ山郷内の者が祭りをおこない参拝晉も

あったようである。又、昔は修験道者のこもる

山であったとも言われている。

七ツ山庄屋あとには、元藤時代にここに神社

を建てぁるか写しが残っている。
七ツ山越といわれる区間はかなり長いが、七

ツ山越を越すと高千穂町の秋元である。

秋元にはい
る
手前約 1臨の所を西に約 l Km行

くと水の口神社がある。ここは、諸塚山太子大
.

明神をまつり、神代の太鼓とぃわれる古い太鼓

が伝わっている。

諸塚 。高千穂を結がこの間道は釜の前から秋

元まで集落は全くないといってよい。したがっ

程易警5縁暉要二ζえFで

｀諸塚と高千穂の郵

?)秋元から三田井ヘ

現在、秋元から高千穂町三田井へはバス道と

なり旧道は残っていない。

秋元の集落の入回の墓地に道標がたっている。

入口に庚申塔があ り、そばに観音様がまつられ

ている。

椎屋谷は三田井氏の家臣屋敷があった所とぃ

われ、山手にはいると浄土真宗弘誓山教繹 が

3鼻監唇警亀皇軽などと鉄禦練侯壕ζ:｀
三

中山の集落の入口には庚申塔があり、すぐ西俣‖

が自然の要害を利用した中山城跡があるが、現

在は田圃となっている。

のこどF写岳褒竺魯睾亀真象ず 些き蜂褒:奮

後の城主三田井武親の墓がある。ここからバス

道に出ると400～ 508効 で御塩井であり、
ここに観光客で賑 う五ケ瀬川峡霧 (高千穂峡)

があり、諸塚 と高千穂を結ぶ九郎山越え間道の

終点である。

街道沿いの文化財

椎  葉  村

① 松尾の集落

松尾は、旧松尾村の中心であり、明治の初期

には 195戸 の集落で、人口は 1000人 余り
であった。

② 竹の八重

竹の八重は、旧松尾村に属し、明治初期に

は 7戸 ぐらいの小さな集落であった。

③ 村  境

椎葉村と諸塚村の村境である。村境といっ

ても、塔 境とは異なるので、境界を示すもの

は何も残っていない。

諸  塚  村
④ 方川の民家  ⑤
椎棄村から諸塚村に入ってきての最初の人

黒仁ζ≧軽古魯桜露を色曇写播嗅唇をFあ
る。

石原から約 2.5 Kmで椎昌谷にはいる。集落の
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又、家代神社をここから礼拝した祭高所ではな家のある所で、昔は 2軒あったということで
'                   

別名を神主山とも呼ばれてあるが、現在は 1軒だけである。         ぃかともいわれる。

いる。① 西郷隆盛寓居跡

① 家代神社方川から松の平までは、屋根伝いの道で、

塚原から進路を東にとり、柳原川を渡って山途中松野に人家があるだけである。

坂道を登ると中腹に家代神社がある。松の平には、高千穂町三田井から、南郷

、事解男命、速玉男命の三祭神は、伊葬冊命村鬼神野へ敗退する西郷隆盛が一泊したと

神で、古くは熊野大権現と称した。いう藤本家がある。

なお、この神社には、 20面ほどの神鏡があ⑤ 馬頭観音

り、内 11面が県指定有形文化財でその中に漢松の平から榎木谷までは山腹を行く道で

式鏡が 1面ある。あるが、ほぼ中間点に天保 14年 (1845)

建立の馬頭観音像がある。           ② 六地蔵憧  @

家代神社前の道をさらに登ると、金鶏寺前に
⑦ 道 難 碑
榎木谷の耳川本流と七ツ山川が合流する    出るが、手前山際斜面に地蔵菩薩がる体安置さ

。ここは真チII(塚原    れている。ところが吐の川である

① 金 鶏 寺。美 津々間)を上り下りする船の発着場で

王鳳山金鶏寺は、延岡台雲寺の末派で、家あった。

代でも一番高い所に建ち、ここからの眺望は遭難碑は、耳川開削工事の事故者を悼ん

すばらしぃ。だもので、明治 17年の建立であり、吐ノ

この寺は、高千穂の三田井氏の家臣、甲斐川′ミス停の前に立っている。

宗説の書提寺として建立され、甲斐一族の遺
① 塚原神社  ◎
塚原は、昔から交通の要所であり、東は延岡、  品を多く残す。なかでも仏具を運ぶ笈は県指
西は椎葉、北は高千穂へと三方に通ずる。     定有形文化財に指定されてぃる。

② 家代城跡  O塚原神社は、もと平田大切神と称した。寛永

14年 (1657)延 岡審主有馬氏が島原天草   家代は旧家代村の中心で戦国時代には、高千
穂の三田井氏の家臣甲斐宗説の居城があった。の乱鎮定の帰途、琢原を通り刀三振を奉納して

⑩ 家代の峠道ヽヽる。

家代上方から池ノ窪に向う旧道は、 7協 幅の③ 塚原遺跡
林道に変わりつつある。塚原の中心部から約 500舵北方に諸塚小学

〇 池ノ窪の茅場校がある。

家代の本村から崖際の道を北東に約 l Kmで池小学校建設時に縄文・爾生時代の遺物が多数

ノ窪に出る。出上した。

ここには、村人共有の茅場があったが、今は〇 上方の経塚
                           て公園化されている。村人のいこいの場とし家代上方にある室町時代の経塚ともいわれ、

⑫ 池ノ窪の道標  ⑦この近くから中国朝鮮の古鏡が出上してぃる。

池ノ窪公園北側の山稜に立っている道標であ村人の話しでは、京都の公卿の墓ともいい、



る。 右ハおハらい  (小払)
左ハわけじょう (分城)

と彫られて(ヽる。

① 国 見 峠

この間道の終点川水流へは、左分城への道を

とる。道標から約 1.5 Kmで 国見峠に達するが、

旧道の道籐に、慶長 2年 (1597)に 立てら
れた三田井家の家臣甲斐兵庫守秋政 (肥後の国

矢部城主)の墓がある。

甲斐兵庫守秋政は、文隷 2年 (1595)肥
後の加藤氏に攻められ、主従 17人で薩摩をさ

して逃がれる途中、延岡高橋氏の指図で待ちぶ

せていた土民200人 の手にかかつてこの峠で

うち死にしたという。

◎ 甲斐秋政従者の墓  ⑤
甲斐秋政の墓から南東約 50舵 の地に、秋政

に従って戦死した者たちを葬った塚があり墓標

が立つ、墓標は高さ2紀程の自然石で碑文が彫

られていたが、現在は半分から下を残す。

② 鬼が浄上の旧道
現在池ノ窪から、ここ鬼が浄上の北方約 25

Kmの九左衛門峠の間は、林道が開設され、旧道

はこの林道に沿ってところどころに残る。通る

人もなく荒れた道跡だけが確認できる。

② 川の日の追分  @

鬼が浄上の北約 1.5 Kmの地点は、三つの尾根

道が合するところに道標が立つ。この道標は川

水流から来る者のために立てられたもので、

表に、奉道案内 右ハ川ノロ七ツ山道

左ハ家代村道

裏に、明治 8年丁亥年 川ノロ村

建主 川野吉右衛門
とある。

② 九左衛問峠  ⑤

九左衛門峠は、標高 1101初 の高所で、諸

塚村・北郷村。日之影町の 1町 2村を界する。

この峠は、椎葉街道と高千穂街道を結ぶ諸塚

間道のほぼ中間点で往来する者はここで一息つ

いた。

峠路はよほど人馬が踏みしいだとみえて、廃

道となってから久しいのに道跡をよく残す。

② 九左衛門峠の石碑  @
九左衛門峠は、交通の要所に当る地点であ

るので、石造物が幾つも残っている。

峠名は、昔九左衛門という者がこの峠で

100匹の狼に襲われ殺されたという伝説か

らついたといわれる。

北  郷  村
② 中 小 屋  ⑤
九左衛門峠から中小屋までは、峠から峠ヘ

の尾根道であるので、途中に人家はない。椎

葉 。諸塚からは山産物を延岡へ、逆に延岡か

らは海産物・ 日用品を運んだが、その中継点

が中小屋で、当時tkJF常に娠わった。

◎ 長   道

中小屋から速日の峰までは、石峠などるつ

の峠を登り下りする。道は山陵、又は山腹を

行くだらだら道であるため「長道」と呼ばれ

女こ。

北  方  町

② 速日の峰
旧道左手北側に迫るのが、二子塚といわれ

る速日の峰で標高 868η である。

② 清水観音

清水峠も九左衛門峠と同様、諸塚間道の要

所で北郷村黒木、北方町猿渡及び打扇に下る

道がある。

峠の山頂近くに清水が湧いており、そばの

観音堂には、宝暦 14年 (1764)建 立の

観音様がまつられている。旅人や馬方は、こ
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こでのどをうるおし疲れをいやした。

④ 高畑の集落  ⑤
高畑からは下り坂の道となる。高畑には民

家が5軒ほどあり、茅葺きの家が見られる。

旧道がはば当時の形で残ってぃるのは、九

左衛峠からこの高畑までの間である。

② 桑水流の馬頭観音
終点川水流まで l Km余 り、桑水流の集落を

見おろす所に馬頭観音がまつられてぃる。

像は、享和 5年の建立で、「供養、喜多方

川水流村、六月吉日」と刻されてぃる。音は

堂があり、旅人や馬方はこの堂で休んだよう

である。

① 勘定屋  ⑨
桑水流を過ぎると九左衛問峠魃えの間道の

終点、川水流で高千穂街道と合流する。桑水

流には、勘定屋と呼ばれる花畑家があって、

諸琢 。延岡双方からの荷を預かる中継業と旅

館業を合わせて行った。

花畑家から五ヶ願川までは、約 108窮で
そのFHEは米倉・ カジ倉などの倉が並んだ。昔

は舟荷。馬荷の積みかえで賑わったようであ

る。

諸  塚  村
① 釜の前の集落
釜の前は、旧家代村に属し、明治の初期には

12戸の集落があった。

② 猿越の道標
釜の前から山腹を開いた道を北西に進むと猿

越である。道標は、琢原 。平田組・ 七ツ山に通

じる三又路の杉の下にあり、男治に入ってから

の建立である。

◎ 九郎山林道

痕渡から九郎山までの旧道は、諸塚の山地の

中央稜線を走る尾根道で、このうち約 1 8Kmが

九郎山林道として整備された。

③ 脊梁の道  ⑤
猿越 (791確 )、 九郎山 (956協 )、 星
の久保 (954れ )を結が脊梁の旧道に沿い、
現在高圧線が架せられてぃる。

① 星の久保
星の久保は、標高 954能 の高所で山上は開
けているが耕地はなく、疎林が広がる。現在、

旧道と林道が併行してぃる。

⑮ 山の神  ⑤
星の久銀の山頂の灌木林の中に、天保 2年

(1831)に 建立された大山祗神の石碑があ
り、鉄製の矛が奉納されてぃる。

C 仲崎の尾根道
九郎山と七ツ山越のほぼ中間点で、仲崎の集落

に下る道が西狼Jにある。現れ、林道が旧道を横

断している。

① 諸塚神社跡

仲崎から眺望はょぃが、変化のない尾根道を

北に進むこと約 4 Kmで諸塚山 (15422)の
南東山腹に出る。

旧道、左手標高 1200紀 の高所に諸琢神社
跡はあり、イザナギ、イザナミの 2神をまつっ

ていた。諸塚神社の別名を太伯さんともいうが

当所に来た呉の太伯をまつったからといわれる。

又、諸塚山は、音は修経道者がこもる山とさ

れ、英彦山等と関係があったょうでぁる。

③ 諸塚神社の鳥居と石燈籠  ⑤
諸塚神社跡に木の鳥居と天保 4年 (1855)

態立の石燈籠一対がある。なお、ここから東約

400～ 500η に東の神前宮跡、西約 400
～ 500η に西の神前官跡がある。
④ 諸琢山登山口

諸塚山は、山岳信仰の霊峰で、昔は修経道者

がこもった。ここから七ッ山越 (高千穂町)ま

での道のりは、約 2 htl、 標高 10002以 上の



尾根道である。

④ 七ッ山越
七ッ山越は、諸塚村と高千穂町との町村境で

この七ツ山越を越すと高千鵜町の秋元である。

高 千 穂 町  ・

② 七ツ山越三又路
七ツ山越といわれる区間はかなり長い。ここ

から右手東方向に下ると狩底であるが、天正 5

年 (1577)島 津氏との争いに破れ、米良・
椎葉 。諸塚 。高千穂と豊後の国への逃避行を行

った伊藤一族の一行が狩底に向っている。

④ 水の口神社
旧道から西に約 1伍に水の日の集落があり、

ここに水の口神社がある。この神社は、諸塚山

の山岳信仰と関係があり、諸塚山太子大明神を

まつっている。又、神代の太鼓とぃゎれる古い

太鼓が伝わっている。

④ 郵便物引継所跡  ◎
諸塚～高千穂を結ぶこの間道は、起点塚原の

次の集落釜の前からここ秋元まで集落は全くな

いといってよい。それで当地に昭和の初めまで

諸塚と高千穂の郵便物の引継所が置かれてぃた。

⑮ 道  標 ⑤
秋元の集落の入り口の墓地に立ってぃる道標

で文化 15年 (1818)の 建立である。
なお、この道標は石の前半分上部に如来像を

浮彫りにし、下部に右三ヶ所、左村道と亥Jして

おり高千穂方面から来る者のために建てられた

ものである。

④ 柘の滝鐘乳洞

秋元から約 1.5 Km山 の中腹を縫う山道を東下

すると黒仁田の集落で、鐘乳洞は集落の南約

400靱 川を隔てた山腹に開口し、鐘乳石石符
、石枝が見事である。

④ 鶴の平の庚申塔
鶴の平は黒仁田と石原の間にある集落で、旧

道の道脇に他の石造物と共に庚申塔がある。

① 石原の庚申塔
塚の平から石原・ 椎屋谷を経由して、高千穂

までの旧道は、五ケ瀬川に沿って北上する道で

バス道として拡幅された道である。

庚申塔は、石原の集落の中道路脇に立つ。

④ 向山庄屋跡
旧向山村は、明治の初め 162戸の村で石原
に庄屋が置かれた。庄屋跡は今は森となってい

る。

③ 教 頌 寺  ⑤
,椎屋谷の集落は、三田井氏の家臣屋敷があっ

た所といわれる。荻願寺は、旧道西側山際に建

つ浄土真宗の寺で寛文 11年 (1671)に 弘
誓山教願寺の山号、寺号が許可になっている。

石段を登ると重層の山問があり、寺の歴史の古

さを示している。

① 義雲寺跡

椎屋谷の集落から約 700孵 、旧道左手山上

に義雲寺跡がある。

義雲寺 は 、高千穂地方を治めた三田井氏の

菩提寺であった。

⑫ 義雲寺墓地  ⑤
三田井家の書提寺義雲寺跡にあるが、田画横

の荒地に宝じ印塔や五輪塔が単独で、或いは寄

せられて立っている。古いものでは、大永 8年

(1.523)の ものがある。

Θ 中山の庚申塔
中山の集落の入口に立っている庚申塔で天録

2年 (1851)の 建立である。
Θ 中山城跡  ⑤
中山城は、中世頃高千穂地方を治めた高千穂

太郎の拠った地で、前は五ケ瀬川の峡谷、後は
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山を控えた自然の要害であった。

三日井氏は、天正 19年 (1591)延 岡城
主高橋元種によって滅ばされている。

◎ 高千穂太郎の墓

中山の庚申塔から約 400～ 500脇 先の森
の中に、初代中山城主高千穂太郎と最後の城主

三田井武親の墓がある。

① 五ケ瀬川峡谷 (国指定名勝天然記念物)
五ケ頑川峠谷を渡ると諸塚間道の終点高千穂

町三田井で高千穂街道と接続する。

五ヶ瀬川峡谷 (高千穂峡)は、柱状節理を有

する阿蘇溶岩からなる峡谷で約 2血が目指定に

なっている。
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① 方川の民家
椎葉から諸塚に入ってきての最初の人家。

③ 塚原神社
もと平田大切神と称した。

② 六 地 蔵
金鶏寺前を通る旧道に並んでいる。

⑭ 家代城跡
家代は旧家代村の中心であった。

⑦ 池ノ雀の道標
右ハおハらい

左ハわけじよう と彫られている。



◎ 甲斐秋政従者の墓
自然石でつくられているが下半分しか残っていな

残っていない。

② 川の口の追分
川水流から来る者のため建てられ

ている。

② 中小屋
荷物の中継点として当時は賑わった。

② 九左衛門峠
人馬のあみしいだ旧道の跡をよくのこしている。

九左衛門峠の石碑

九左衛門峠は交通の要所であった。
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昔の名ごりを残す茅葺き屋根が見える。

⑦ 山の神
大山祗神の石碑と鉄の矛

⑨ 脊架の道
旧道に沿って高圧線が架せられた。

⑩ 勘定屋
勘定屋として賑わった花畑屋

④ 諸塚神社の鳥居と石燈籠
木の鳥居と石燈籠が残る

諸塚神社跡
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⑥ 郵便物引継所跡
秋元の集落に郵便物引継所が置かれてぃた。

④ 道 標

秋元集落の入口に立ってぃる。

教願寺
旧道西側にあり重層の山門がある。

◎ 義雲寺墓地
三田井家の菩提寺義雲寺跡にある。

◎ 中山城跡
現在は田圃となってしまった。



本県では、昭和 52年度に国の補助を受け、豊
後 。高千穂 。椎葉等 5街道、昭和 55年度に、米
良・鋲肥・ 鵜戸・志布志の 4街道、そして、昭和
54年度には、肥後・ 薩摩の 2街道に諸塚間道の
調査を実施した。これで一応県内の主要街道の調

査は終了したわけである。

歴史の道調査は、九州では本県が最初である。

当時、芭蕪が辿った奥の細道や熊野権現参詣道、

それに中仙道のような著名街道の調査はなされて

いアこ。

しかし、県内の主要街道の全てを調査し、街道

の歴史的背景、街道の果した役割、それに街道沿

いの交通関係史跡等を明らかにする調査はなく、

このような調査に取り組んだのは本県が初めてで

あった。

調査初年度は、国が伝統的建造物群選定に先だ

って調査を実施したょうに、歴史の道の指定、又

は選定に先だっての事前調査というふうに受け取

っていたが、文化庁の考えは、このような局所的

な考えではなく、全国を全て調査し、南は鹿児島

から北は北海道まで、全国自然遊歩道のように、

全国歴史の道を設定するための基礎調査であり、

非常にスケールの大きい調査であった。

このように、全国を一巡するような歴史の道が

整備されるのはまだまだ先のことであろうが、調

査を実施してきた本県にあっては、この調査を幾

に街道沿いの史跡に標柱や説明板をたてたり、歴

史の道歩こう会が催されたり、各市町村において

街道保存、又は活用に取り組みをみせるようにな

ったことは、大変喜ばしいことでぁる。

県としても、今後、貴重な文化財として歴史の

道の保存、整備等に努めていかねばならないと考

える。

主要街道の調査は一応なされたわけであるが、

間道や支道の調査が残されてぃる。したがって、

これらの調査は、今後も国の補助を受けて継続す

るか。県独自で調査を続けていくかする必要があ

ろう。

調査の組織

1・ 調査主体   宮崎県教育委員会
2.事 務 局   宮崎県教育委員会

教育長   四本  茂
教育次長  国府 重則
〃   坂口 鉄夫

,    文化課長  日高 三好
課長補佐  串間  実
庶務係長  田中 君彦
主任主事  王原 敦美
文化財係長 山下 正明
主任主事  立元 久夫
〃   小森 達郎 (事業担当)
″   今村 正人
″   岩永 哲夫

翫 報告書監修

石川恒太郎 (県文化財保護審議会委員)

4.調査員

めま

街 道 名 氏   名 役 職

薩摩街道

久枝 敏
阿万敬一

児玉三郎

田上未雄

県文化財録護指導委員

清武町文化財保存調査員

県文化財保護指導委員

庄内小学校教諭

肥後街道

真方良穂

井上政造

園田 隆

加藤宣夫

県文化財保護指導委員

〃

加久藤小学校尾八重野分校

教諭

飯野小学校高野分校教諭

諸塚間道
光

洋

甲斐重

深水

諸塚村職

諸塚中学校教諭

員






